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文序

池田市は大阪府の北西部に位置し、五月山の緑、猪名川の水の流れに囲まれています。この

ような自然の豊かな環境の中、人々が先史の時代から営み始めています。

近年はこの地も、陸・空の交通の要衝として、また、大阪のベットタウンとして開発が進

み、大きく発展した。

しかしながら、このような開発・発展とは裏腹に、我々の祖先が伝え残してきた文化遺産や

自然が破壊され、かっての面影がしのぶことができないほど様がわりしてしまったことも事実

です。祖先から受け継がれてきた文化遺産を現代生活に反映しつつ、また、後世に伝えて行く

ことが我々の義務と考えております。

この報告書は、上述した状況の中、危機に面している埋蔵文化財について、国の補助を受け

て実施した発掘調査の概要報告であります。本書が文化財の理解に通じれば幸いと存じます。

なお、調査の実施にあたっては多くの御指示、御助言をいただいた諸先生並びに関係機関を

はじめ、土地所有者、近隣住民の方々には文化財保護に対して、格別の御理解と御協力をいた

だき、心より感謝と敬意を表し、厚 く御礼申し上げます。

平成16年 3月

池田市教育委員会

教育長 長江 雄之介



例     言

1.本書は、池田市教育委員会が平成15年度国庫補助事業 (総額l,000,000円、国庫50%と して

実施した埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告書である。

2.調査は、池田市教育委員会教育部生涯学習推進室社会教育課文化財担当が実施し、中西正

和が現地を担当した。

3.本書の執筆・編集は中西が行なった。また、本書の製図、遺物実測にあたっては野村大

作・辻武司の協力を得た。

4.本書で使用する土層の色調は、『新版標準土色帖』 (農林水産技術会議事務局監惨、財団

法人日本色彩研究所 色票監修)に よる。

5。 調査の進行にあたっては、施主並びに近隣住民の方々にご理解、ご協力をいただいたこと

に対し、深く感謝の意を表する次第であります。
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I 歴史的環境

池田市は大阪府の西北部に位置し、東西4.lkm、 南北9.2kmの 南北に細長い市域で、西摂平野の

北東部、丹波山地に源を発する猪名川が北摂山地を分断して平野部に出たところにあり、古 く

から谷口集落として、大阪と丹波、能勢地方の物資集散、文化交流に中心的な役割を果してき

た。

池田市の地形は、市域のほぼ中央に五月山が占め、それより北には、北摂山地および余野川

によって形成された沖積平野が広がっている。また、五月山より南には、標高50mの緩やかな

五月丘丘陵が広が り、更に南側には、猪名川によって形成された広大な沖積平野が広がってい

る。このような自然環境の中、人々は旧石器時代から生活を営んでいたことが近年の発掘調査

で明らかにされている。

旧石器時代

現在のところ旧石器時代についての遺跡は少ない。旧石器が出土した遺跡としては、伊居太

神社参道遺跡、宮の前遺跡 (螢池北遺跡)、 宮の前西遺跡、禅城寺遺跡が挙げられるが、遺構

については未確認である。

伊居太神社参道遺跡は標高約50mの五月山丘陵の西端部に位置 し、明治年間から石器が採集

され、その中に少量であるがナイフ形石器等の旧石器時代に比定されるものが認められてい

る。宮の前遺跡では、昭和61年度の大阪府教育委員会による

発掘調査で回府型ナイフ形石器・平成元 。7年度の豊中市教

育委員会による蛍池北遺跡発掘調査でナイフ形石器が出土し

ている。また、宮の前遺跡に隣接する宮の前西遺跡からは翼

状剥片 1点が採取されている。新たな遺跡として、平成 9年

度からの大阪府教育委員会による都市計画道路池田・神田線

拡幅工事に伴う禅城寺・宇保 。神田北遺跡の調査でサヌカイ

ト剥片 1点出土している。

縄文時代

市域北部の遺跡で縄文時代の遺物が確認されている遺跡

は、古江遺跡から石匙 1点採取されているのみである。

伊居太神社参道遺跡で縄支時代のサヌカイ ト製の石鏃、京

中遺跡でサヌカイ ト製の石鏃 。石之が採取され、近隣の畑で

はサヌカイ ト製の尖頭器が採集されている。また、近年の発

掘調査で、池田城跡下層からサヌカイト製の石鏃や晩期の生

駒西麓産突帯文土器が出土し、土坑などの遺構 も検出されて

いる。

一方、南部の台地に位置する神田北遺跡では石鏃 。石匙、

宮の前遺跡では石棒が採取され、また、豊島南遺跡で後期か
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第1図 畑出土有舌尖頭器



1 木都 1号猿

2本 部2号墳

3太 部 4JL山古館

5愛 宕神社遺跡

6遺 物散布地

7五Я山公

8伊 居太神社多遭遺跡

9紅 葉奮壇

10娯 三堂奮壊

11娯 三堂爾古重

12池 田城跡

13池 田舞 日山百墳

14晉 海 1号頼

15警海2号墳

16石積廃寺

17新稲西送跡

18畑有舌尖頭器出土地

19東 中議跡

20野 田塚古 j4

21 至湖池遣跡

22鉢 塚北遺跡

23鉢 塚苫境・鉢塚遺鏃

24鉢 塚爾遺跡

254H塚百猿

26石 猫育頼

27二 子塚百裏

28禅城寺遺跡

29宇保猪名津彦神社古墳

30宇 倶置跡

31 神 日北遺跡

32脇 塚古墳

33F踊霞通跡

34神 倒爾担跡

35天 神遺慾

36宮 の続遺跡

37豊 島南遺跡

38住 言富の前遺跡

39冨 の前西返跡

40二 月ケ五百壊

主要遺跡分布図
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ら晩期の土器が出上している。しか

し、土器は少量で、遺構は検出され

ておらず、縄文時代の集落の規模・

性格等は明らかではない。

弥生時代

弥生時代前期の遺跡としては、五

月山北麗に位置する木部遺跡があげ

られる。木部遺跡は工事中に発見さ

れた遺跡で本格的な調査がされてい

ないため、詳細は不明である。しか

し、弥生時代前期から後期の土器が

出土してお り、池田市内では唯一弥

生時代全般を通 じて営まれた遺跡で

ある。

弥生時代中期においては、池田

市南部の台地上で遺跡が現れるよう

になる。宮の前遺跡は昭和43年 。44

年に中国縦貫自動車道建設にともな

い、大規模な発掘調査がなされ、方

形周溝墓、竪穴住居、土媛墓等の遺

構が多数検出されている。また、宮

の前遺跡から西へ約 l kmに位置する

豊島南遺跡では方形周溝墓が検出さ

れ、宮の前遺跡との関連が注目される。

第4図 娯三堂古墳出土画文帯神獣鏡

後期に入ると、宮の前遺跡、豊島南遺跡は消滅し、かわって、五月丘丘陵で池田城跡下層、

京中遺跡、五月山山頂で愛宕神社遺跡が現れる。池田城跡下層では平成 3年の調査において、

ベット状遺構を伴う竪穴住居が検出されている。また、台地では神田北遺跡においては、竪穴

住居、土坑が検出されている。弥生時代後期になると小規模の遺跡が増加する。

古墳時代

池田市内に残る古墳時代前期に築造された古墳は、池田茶臼山古墳と娯三堂古墳である。池

田茶臼山古墳は五月山より派生する丘陵の鞍部に築造された全長62mの前方後円墳で、竪穴式

石室、埴輪円筒棺、葺石、埴輪列が検出されている。一方、娯三堂古墳は池田茶臼山古墳より

北西へ約500m離れた五月山中腹に位置する径27mの 円墳で、明治時代に石室内から画文帯神

獣鏡などが出上している。平成元年度の調査の結果、同一の墓壊内に竪穴式石室と粘土蒋卜が存

在することが確認されている。

古墳時代中期では小規模な低墳丘をもつ古墳が宮の前遺跡、豊島南遺跡で見られるようにな

第3図 池田城跡下層竪穴住居
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る。

古墳時代後期では善海 1・ 2号墳、木部 1・ 2号墳、木部桃山古墳、須恵質の陶棺を持つ五

月ヶ丘古墳のような単独、あるいは 2～ 3基を一単位とする小規模な古墳が現れるが、群集墳

は形成されない。しかし、一方で、巨大な横穴式石室を有する鉢塚古墳や前方後円墳の二子塚

古墳が築造されており、この地域の古墳の中でも、異質の存在である。

古墳時代の集落遺跡としては、古江遺跡、木部遺跡等で須恵器や土師器が出上しているが、

これらの遺跡では、遺構の詳細は判然としない。豊島南遺跡では古墳時代前期の焼失住居が

検出され、現在のところ、市内において古墳時代前期の集落遺構が確認された唯―の遺跡であ

る。中期に入ると、少しではあるが検出遺構も増す。宮の前遺跡では竪穴住居が検出されてお

り、また、豊島南遺跡では竪穴住居、溝が検出されている。

歴史時代

集落遺跡としては、宮の前遺跡で奈良時代の掘立柱建物・溝が検出されおり、豊島南遺跡、

神田北遺跡においても奈良時代の掘立柱建物等が検出されている。寺院跡としては白鳳・奈良

時代の瓦が採取された石積廃寺があるが、未調査のため詳細は明らかではない。中世では神田

北遺跡で掘立柱建物が検出されており、土師氏によって開発が推進されたとされる呉庭荘に関

わるものとも考えられる。

室町時代から戦国時代にかけて、国人の池田氏が豊島郡一帯の政治、経済を掌握するように

なる。その池田氏の出自の詳細は明らかではないが、応仁の乱ごろから摂津守護細川氏の被官

として勢力を拡大させていくが、永禄11年 (1568)織 田信長の摂津入国により、池田氏は降伏

を余儀なくされ、さらに、元家臣荒木村重によって、その地位を奪われることになる。池田氏

の居館であった池田城は、五月山から南方へ張り出した台地上の南麗に位置する。昭和43・ 44

年に主郭部の一部が調査された際、礎石を伴う建物跡や枯山水様の庭園跡が検出され、また、

平成元年度から平成 4年度の調査では虎日、建物跡、小規模な石垣、内堀、坤列建物跡等を検

出している。

参考文献

『原始・古代の池田』池田市立池田中学校地歴部 1985年

『新修 池田市史』第 1巻 池田市 1997年

F禅城寺・宇保・神田北遺跡』大阪府教育委員会 2002年
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Ⅱ 禅城寺遺跡

禅城寺遺跡は、宇保町・城南 2丁 目一帯にひろがる弥生時代～中世にかけての複合遺跡で、

昭和62年にマンション建設途中に中世の瓦が発見されたことにより遺跡の存在が明らかになっ

た。その後の発掘調査で、弥生後期の上器のほか、飛鳥期の竪穴住居、奈良期の掘立柱建物を

検出している。

また、平成 9年度からの大阪府教育委員会による都市計画道路池田・神田線拡幅工事に伴う

禅城寺・宇保 。神田北遺跡の調査でナイフ形石器が出土している。

調査の概要

調査は池田市城南 3丁 目27呑 2において、個

人住宅建築工事に先立ち実施 した。今回の調査

地は遺跡範囲の東端に位置し、土層確認等を主

眼に置き発掘調査を実施 した。調査面積は 4∬

である。

基本層序は 3層 で、第 1層 は表土及び盛土、

解体残土を多 く含む。第 2層 は黒色シル ト、第

3層 は暗灰黄色シル トの地山である。調査の結

果、第 2層から遺物は検出されず。また、第 2層

上、地山上から遺構の検出はできなかった。 第5図 調査地位置図

第6図  トレンチ位置図

i    表土

一  |   〆
25500m

零

1 25Y3/? 黒褐色シル ト

2 10YR2/1 黒色ンル ト

3 25Y3/2 黒褐色ンル ト

4 25Y4/2 暗灰黄色シル ト

第7図  トレンチ断面図
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Ⅲ 伊居太神社参道遺跡

伊居太神社参道遺跡は伊居太神社参道東側に

広がる遺跡で、五月山丘陵の西端部標高約50m

に位置している。地元の郷土史家により石器が

採集され、その中に少量であるが旧石器時代に

比定される小型のナイフ形石器 。掻器・削器等

が認められている。また、その他の石器には縄

文時代草創期と考えられる尖頭器や石鏃・石匙

などの遺物も含まれている。

当遺跡より北に位置する五月山公園遺跡から

は弥生時代中・後期の上器が見つかっており、

弥生時代以降の遺物等が確認される可能性もあ

る。

参考文献

『新修 池田市史』 第 1巻 池田市 1997年

調査の概要

調査は綾羽 2丁 目111番 において、建売住宅

建築工事に先立ち実施した。今回の調査地は丘

陵の南端部に位置する。伊居太神社参道遺跡は

旧石器から縄文時代にかけての石器が表土採取

されるのみで、遺構等の状況等は不明である。

そのため、小規模のトレンチを設定し、土層確

認等を主眼に置き発掘調査を実施した。調査面

積は4∬である。

基本層序は解体残土を含む盛土とその下の地

山と考えられる責色礫層のみで、後世の削平が

著しい。遺物や遺構等は検出できなかった。

o                   2m

第10図  トレンチ西面断面図

第8図 調査地位置図

第9図  トレンチ位置

-6-



Ⅳ 宮の前遺跡

はじめに

宮の前遺跡は池田市石橋 4丁 目、住吉 1・ 2丁 目、豊中市螢池北町に広がる旧石器時代から

中世に至る複合遺跡である。その場所は、待兼山の丘陵より西方へ発達した標高約30m前後の

決積台地に立地している。この台地は、猪名川によって形成された沖積平野とは約10mの比高

差を有する。周辺の遺跡としては、南方に弥生時代中期の方形周溝墓等が検出された豊島南遺

跡、弥生土器、須恵器が採取された住吉宮の前遺跡が位置し、西方に高地性集落と考えられる

待兼山遺跡、須恵器、瓦を生産した桜井谷古窯跡群が広がり、また、南方に 5世紀の掘立柱建

物が検出された螢池東遺跡D、 国府型ナイフ形石器が出上した螢池西遺跡め等が挙げられる。

当遺跡は、昭和の初頭に地元の人々により石器や土器などが採取され、遺跡の存在が知られ

るようになったが、本格的な調査が行われておらず、遺跡の性格等は不明であった。しかし、

昭和43、 44年の中国縦貫自動車道建設に伴い発掘調査が実施されめ、その結果、弥生時代中期

の方形周溝墓、竪穴住居、土媛墓等の他、古墳時代の竪穴住居、古墳が検出された。特に、当

時検出例が少なかった方形周溝墓と竪穴住居が同一調査地内で検出されたことから、墓域と住

居域が同時に把握できる貴重な例として注目を浴びることとなった。また、奈良時代の掘立柱

凸ピ懸iウ
聾 :ウゑ【監歿色⊆]||

一

編
第39次調査と  り

第11図 調査地位置図
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建物、井戸、平安時代の掘立柱建物等も確認され、弥生時代から中世に及ぶ複合遺跡として認

識されるようになった。

その後、大阪府教育委員会、豊中市教育委員会、池田市教育委員会によるマンション等の開

発に伴う事前調査が進み、遺跡の範囲が東西700m、 南北900mであることが判明している。ま

た、昭和61年度の大阪府教育委員会による調査、平成元年度の豊中市教育委員会よる調査で、

国府型ナイフ形石器が出土しめ、当遺跡が旧石器時代までさかのぼることが判明している。

註(1)(財)大阪文化財センター『螢池東遺跡現地説明会資料』

1992年

(2)豊中市教育委員会『摂津豊中 大塚古墳』 1987年

(3)宮之前遺跡調査会『宮之前遺跡発掘調査概報』1970年

(4)豊中市教育委員会『螢池北遺跡現地説明会資料』

1989年

参考文献

橘高和明編『原始・古代の池田』池田市立池田中学校地歴部

1985年

官田好久「考古学上に現れた池田」『新版池田市史』概説編

197ヽ と子

宮の前遺跡第37次調査

調査地は池田市石橋 4丁 目64-11に 位置

し、個人住宅新築に伴い調査を実施した。

本調査地の東に隣接する宮の前遺跡第37次

調査では柱穴等を検出しているため、敷地中

央にトレンチを設定し、調査を実施した。調

査面積は 8どである。

調査の概要

層序は 4層からなる。第 1層は表土および

盛土、第 2層 は暗赤色、第 3層 は遺物包含層

の黒褐色シル ト、第 4層 は黄褐色シル トの地

山である。

検 出遺構 は土坑・溝等である。溝 は逆

「 L」 字形を呈し、 トレンチ南壁あたりで終

っているようであり、この溝は方形周溝墓の

周溝の可能性がある。遺物は溝跡から出土し

たがすべて小片で、図化はできなかった。ま

た、包含層から瓦器椀等の中世の遺物が出土

した。

0                  10m

第12図 第37次調査地 トレンチ位置図

o                   2m
Ю
ユ
ｂ
ｏ
ｏ
ヨ

1 5YR 3/4 暗赤褐色ンル ト  4 10YR212 黄褐色砂質シル ト

2 10YR273 黒掲色ンル ト   5 10YR3/3 暗褐色シル ト

3 10YR2/2 黒褐色ンル ト   6 10YR5/6 黄掲色シル ト

第13図  トレンチ平・断面図
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宮の前遺跡第38次発掘調査

調査地は池田市石橋 4丁 目22-2に位置す

る。調査は共同住宅新築に伴う試掘調査とし

て実施した。調査面積は 3本の トレンチを合

計して15∬である。

調査の概要

層序は 3層からなる。第 1層 は表土および

盛土、第 2層 は褐色シルト、第 3層 は明褐色粘

質シルトの地山である。第 2層 は第 1ト レンチ

ではみられず、第 2ト レンチの東狽1か ら確認

でき、第 3ト レンチでは10cmほ どの厚さであ

る。

検出遺構は第 1・ 2ト レンチでは認められ

ず、第 3ト レンチで落ち込みを確認した。

出土遺物はみられなかった。

宮の前遺跡第39次発掘調査

調査地は池田市住吉 2丁 目62に位置する。

調査は個人住宅新築に伴い実施した。調査面

積は10だである。

調査の概要

基本層序は 3層 からなる。第 1層 は表土お

よび盛上、第 2層 は黒褐色粘質シル ト、第 3

層は暗赤褐色粘質シル トの地山である。

1 5YR 2/4 黒褐色粘質シル ト

2 75YR2/2 黒褐色粘質シル ト

3 75YR3/3 暗掲色粘質ンル ト

4 75YR4/3 褐色粘質シル ト

S 5YR 2/2 黒褐色粘質ンル ト
6 5YR 2/1 黒褐色粘質シル ト

第17図  トレンチ平・断面図

-9-

第14図 第38次調査地 トレンチ位置図

34250m

7 5YR4/3 褐色ンル ト (Mg粒含む )

7 5YR4/2 灰掲色シル ト

7 5YR4/3 黒色ンル ト

7 5YR4/1 褐灰色ンル ト

7 5YR5/6 明褐色粘質シル ト

0                       2m

第15図 第3ト レンチ平・断面図

第16図 第39次調査地トレンチ位置図



検出遺構は、ピット・土坑・竪穴住居などで、ともに第

3層 の地山上で検出した。

竪穴住居は方形 と思われ、現状の深さは約25cmを 測

る。壁溝は確認できなかったが、住居内壁面沿いに3cm

前後の枕跡を検出した。住居に伴う柱穴は、調査面積が狭

く、確認できなかった。竪穴住居埋土内から弥生時代中期

の上器が出土した (第 18図 )。                 第18図 出上遺物

今回の調査で、弥生時代中期の上器が出土する方形の竪穴住居を検出したが、竪穴住居の全

体を確認したのでなく、出土遺物も少量であったため、弥生時代中期の方形竪穴住居と断定は

できない。しかし、近隣の兵庫県加茂遺跡において弥生時代中期の方形竪穴住居が確認されて

おり、方形竪穴住居の蓋然性は強い。

0            5cm
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V 池田城跡

はじめに

池田城跡は、池田市の城山町・建石町一帯に位置し、戦国期を中心とする国人池田氏の居城

跡で、五月山から張 り出した標高50mを測る台地の西縁辺に立地している。その場所からは、

眼下に旧池田の町を望むことができる。また、丹波山地から大阪湾に流れ込む猪名川、大阪と

能勢地方を結ぶ街道を一望することもでき、そのことから、池田城は当時の交通の要衝に選地

されていたことが判る。

池田城を居城 とした国人池田氏の出自についての詳細は明らかではないが、13世紀末頃の

文献からその名が散見されるようになる。

しかし、当時の池田氏の動向は不明な点が

多い。15世紀中頃以降、摂津守護細川氏の

被官として、幾度かの落城を経験 しながら

も、荘園経営や高利貸経営により勢力を伸

ばし、その後、摂津の国人の中でも有力な

地位を得るにようになった。しかし、永禄

11年 (1568)織 田信長による摂津入国に際

し、降伏を余儀なくされ、信長の支配下と

なる。その後、元家臣であった荒木村重に

第20図 調査地位置図

第19図  主郭内建物跡
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よって城を奪われ、そして、池田城は村重の有岡城入城に伴い、政治・経済支配の拠点として

の役割を終えることとなった。

池田城跡の主郭部は、現在でも空堀が良好に残るものの、公園整備により、当時の面影はほ

とんど失われた。昭和43、 44年 に主郭部の一部で発掘調査が行われ、建物跡に伴う礎石、石組

の溝、中世城郭では珍しい枯山水の庭園跡、落城に伴う焼土層等が検出された。また、平成元

年～ 4年に実施した主郭部の発掘調査では、排水のための暗渠を埋設する虎口、礎石や一部瓦

を伴う建物跡、石組の溝、小規模な石垣、主郭内に設けられた内堀、倉庫と考えられる媒列建

物跡等を検出した。一方、大阪府教育委員会や池田市教育委員会による主郭周辺の発掘調査で

は、主郭部の南方約100mの位置で大

手口が存在することや空堀が幾重にも

巡らされていることが判明してお り、

少しずつであるが城の全容が解明して

いる。

池田城築城以前の遺構・遺物につい

ても明らかになりつつあり、昭和60年

以降の大阪府教育委員会による調査で

は縄文時代晩期の上器、古墳時代後期

の上坑、また、平成 3年度の池田市教

育委員会による第24次調査では、庄内

期のベット状遺構を伴う竪穴住居を検

出している。

池田城跡第45次調査

調査の概要

調査は池田市建石町3315-3の 一部

において、建売住宅建築に伴う試掘調

査として実施した。調査地は池田城存

続期において、街道が屈曲する角地に

あたる。調査面積は4∬である。

基本層序は第 1層表土、及び、盛土、第 2層

はにぶい赤褐色砂質土、第 3層 は黄褐色シル ト

で、地山までの検出には至らなかった。調査の

結果、遺構、遺物は検出できなかった。第 3層

の黄褐色シル トをベースとして東への落ち込み

があるが性格等は不明である。周辺の状況から

第 3層 は近世の整地層と考えられる。

第21図  トレンチ位置図

表土 ~

37250m

1 5YR 4/4 にぶい赤掲色シル ト

2 10YR3/2 黒褐色ンル ト (礫 多い )

3 10YR3/2 黒褐色砂

4 10YR5/8 黄褐色粘土

第22図 第45次調査 トレンチ北面断面図
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池田城跡第46次調査

調査の概要

調査は池田市建石町3315-3の一部において、個人住宅建築に先立ち実施 した。 調査地は

池田城跡第46次調査地の東に隣接 し、旧能勢街道沿いに位置する。調査面積は10∬である。

基本層序は第 1層表土、及び、盛土、第 2層 は責褐色シル ト、第 3層 は灰褐色シル トで地山

の確認は至 らなかった。

調査の結果、撹乱が多 く、遺構、遺物の検出

はできなかった。第 2層 の責褐色シル トは、西

側に隣接する池田城跡第45次調査で確認した近

世の整地土と考える黄褐色シル トと同一と考え

られる。

池田城跡第48次調査

調査の概要

調査は池田市建石町3315-1の一部におい

て、個人住宅建築に先立ち実施 した。 調査地

は池田城跡第46次調査地の北に隣接する。調査

面積は 6どである。

基本層序は第 1層表土、及び、盛土、第 2層

はにぶい黄褐色粘上、第 3層 は砂を多 く含むに

ぶい黄褐色粘土である。調査の結果、遺構、遺

物の検出には至らなかったが、第 2層のにぶい

褐色粘土は、西側に隣接する池田城跡第45。 46

次調査で確認した近世の整地上と考える黄褐色

シル トと同一と思われる。

池田城跡第49次調査

調査の概要

調査は池田市建石町22-llに おいて、個人住

宅建築に先立ち実施した。調査地の北側は旧能

勢街道が位置する。調査面積は 2ゴである。

5YR 3/1 黒掲色ンル ト        3 10YR6/41こ ぶい黄橙色シル ト

10YR6/4 1こ ボい黄橙色砂質シル ト   4 10YR6/2灰 黄掲色ンル ト

第23図 第46次調査 トレンチ北西面断面図

1 75YR4/4掲 色砂質シルト   3 10YR5/4 `こ ぶい黄掲色粘土 (φ 3cmの礫含む)

2 10YR5/4 にぶい黄掲色粘±  4 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色粘土

(φ 5mmの砂多く含む)

第24図 第48次調査 トレンチ東面断面図

-13-

第25図 第49次調査 トレンチ位置図



本調査地はlm以上の盛上が施されているようで、建築基礎

の関係から地山面まで掘り下げることができず、遺構。遺物を

確認することはできなかった。
盤と
  , 長言語m

_ヽ__…
… ⅢJ

0        1m

―
第26図 第49次調査トレンチ西面断面図
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1)禅城寺遺跡第4次調査 トレンチ全景 (南 から)

: |    お ⅢⅢⅢⅢ

2)伊居太神社参道遺跡第1次調査 トレンチ全景 (北 から)
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1)宮の前遺跡第37次調査  トレンチ全景 (東 から)

2)宮の前遺跡第38次調査 第3ト レンチ全景 (南 から)



図
版
３

1)宮の前遺跡第39次調査  トレンチ全景 (南西から)

2)宮の前遺跡第39次調査 竪穴住居 (南 から)
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1)池田城跡第45次調査 トレンチ全景 (南 から)

2)池田城跡第46次調査 トレンチ全景 (南 から)
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1)池田城跡第48次調査 トレンチ全景 (西 から)

2)池田城跡第49次調査 トレンチ全景 (北 から)
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０
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４
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２
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分
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分
秒

３

４

２

度
分
秒

３

２

４

031008

031023
6n¥

個人住宅新築の

ための事前調査

いけだじょうせき

池田城跡第49次
たていしちよう

建石町3282‐7 //
曖
め
の

３

４

３

破
扮
砂

３

２

４

040113

040115
21r¥

個人住宅新築の

ための事前調査

所 収 遺 跡 種 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項
ぜんじようじいせき

禅城寺遺跡第4次 集 落 跡

いけだじんじゃさんどういせき

伊居太神社参道遺跡 散 布 地

みやのまえいせき

宮の前遺跡第37次 集 落 跡 中世 ピット・溝 瓦器等

みやのまえいせき

宮の前遺跡第38次 集 落 跡

みやのまえいせき

宮の前遺跡第39次 集 落 跡 弥生 。中世 竪穴住居 瓦器等

いけだじょうせき

池田城跡第45次 城 館 跡

いけだじようせき

池田城跡第46次 城 館 跡

いけだじょうせき

池田城跡第48次 城 館 跡

いけだじようせき

池田城跡第49次 城 館 跡
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